
ユニ・チャームの島田でございます。

本日はご多忙のおり、Webカンファレンスにご参加を賜りまして、誠にありがとうござい
ます。

それでは、早速ではございますが、

ユニ・チャーム株式会社 2021年12月期 第1四半期決算内容の説明に入らさせてい
ただきます。
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3ページは総括を記載しております。
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資料の４Pをご覧下さい。

連結決算のハイライトでございます。

2021年12月期第1四半期決算の業績につきましては、

売上高は、1,820億円、-1.0％成長となり、コア営業利益は、314億円、+3.5％成長とな
り、過去最高を更新しております。

また、コア営業利益率は0.7P改善し17.2％となり、第1四半期としては過去最高の利益
率となりました。

これは粗利率1.3P改善が大きく寄与したことによります。詳細については、10ページ
以降で説明させていただきます。

税引前四半期利益の増益幅が大きい理由としては、その他収益においてインドの現
金収入が一部あったことと、

金融費用において前期は為替差損が計上されておりましたが、今期は現地通
貨高が進み、逆に為替差益となったことが主要因であります。

連結業績予想の進捗につきましては、表の右側にありますように、売上高、コア
営業利益ともに順調に推移しております。

特にコア営業利益については、想定以上の進捗で推移しております。
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次、5ページをお願いいたします。四半期別の業績推移でございます。

20年第1四半期はCOVID-19の影響で、特に日本においてはマスクやウェットティ
ッシュ、生理用品などの衛生関連用品の特需がございました。

その反動もあり減収となりましたが、2019年度の第1四半期と比較しますと、約
8%の成長。コア営業利益に至っては約56%と、高成長となりました。

再び日本、インド、タイ、インドネシア、ブラジルなどでCOVID-19の感染者数が増
加するような環境下でも、安定して売上高、利益成長を実現できております。
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6ページをご覧ください。次に、コア営業利益の増減でございます。

表の左の項目から説明いたしますと、販売管理費については、広告費は日本や
ベトナム、中東、中国などで積極的に広告を投下した結果、8億円の利益減少要
因となりました。

物流費については、中国とインドネシアが増加しております。

中国は、昨年の前期COVID-19の影響で、第1四半期では一部物流がストップし
ていた時期がございましたので、その反動もございます。

インドネシアは、インドなどへの輸出が今期は増加したことが主要因となり、4億
円の利益減少要因となりました。

販促費、その他の項目で合わせて6億円の利益増となったことで、販売管理費
率は0.6ポイント悪化し、8億円の利益減少要因となりました。

原材料関係では、原材料価格の単価下落で粗利益が約8億円増加しております
。

商品構成の部分では、高粗利商品の多いヘルスケア関連商品やフェミニンケア
関連商品の売上構成比が高まったことによりまして、逆に粗利益率の低いベビ
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ーケア関連商品の構成比が低くなったことで、商品ミックスが改善されました。

その結果、商品構成比などで16億円の粗利益が改善いたしました。

数量などの部分で7億円減少した主な要因は、日本において前第1四半期は衛

生関連商品の特需があったため、その反動により数量が減少したことと、また、
インドにおける前期のCOVID-19の影響は軽微ではありましたが、今期は工場焼

失による供給面で回復途上であったため、数量が前年に対して減少したことなど
が主要な要因でございます。

よって、前期と比較し、販売管理費が約6億円増加し、粗利益は約17億円増加し
たことにより、11億円の営業利益増益となりました。
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次に、7ページをご覧ください。所在地別のセグメント情報でございます。

まず、日本におきましては売上高657億円、1.2%の減収。コア営業利益は135億
円、7.2%増益となり、コア営業利益率は1.7ポイントと改善し、20.5%となりました
。

前期はCOVID-19の拡大によって、感染予防意識の高まりからマスクなどの衛生

関連商品の需要が拡大し、また、一時的に生理用品や紙おむつなどでも特需が
発生したことから、今期はその反動で減収となりました。

そのような中でも、マスクが引き続き高い成長を実現しており、大人用の紙おむ
つのリハビリ用商品、ベットケアの猫関連商品などが伸長いたしました。

次に、アジアの地域についてです。

アジアについては、売上高は883億円、0.1%増収。コア営業利益は149億円、
0.3%減益。

コア営業利益率は16.9%と、前期と比べ0.1ポイント悪化いたしました。

売上高が実質減収となっている主な要因は、インドの減収が主な要因でござい
ます。

インドでは、前期の3月末からロックダウンとなりましたので影響は軽微でしたが
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、今期は工場焼失による供給不足で、まだ回復途上ということもあり減収となりま
した。

一方、中国におきましては、前期がCOVID-19の影響を受けロックダウンなどが発
生し、ハードルが低い状況ですが、約9%増収と好調を継続し、中でもフェミニンケ
ア関連商品については約15%増収と高い成長を継続し、中国事業を牽引しており
ます。

ベビーケア関連商品については、引き続き日本製需要は減退しておりますが、
2019年度に発売した中国産ムーニー、こちらが順調に拡大し、引き続きプレミア
ム市場の活性化を進めているところです。

次に、収益面についてですけれども、インドの減収による利益減が影響しました
が、中国を中心としたフェミニンケア関連商品の伸長により、利益増でほぼフラッ
トとなりました。

最後に、その他の地域についてです。その他の地域は、売上高は280億円、3.5%
減収。コア営業利益は28億円、8.6%増益。

コア営業利益率は10.1%と、前期に比べ1.1ポイント改善しました。

前期よかった北米のペットケアについては、寒波の影響もあり、ノミ・ダニ駆除剤
が思ったように伸びず、また、引き続き高い需要のある猫おやつが、世界的なコ
ンテナ不足の影響などもあり、伸び悩みをした結果、減収減益となりました。

中東につきましては、サウジアラビア国内売上が減収しましたが、輸出は好調に
推移し、その結果、全体では実質増収増益となりました。

ちなみに、ベビーケア関連商品では市場シェアナンバー1を維持しており、また、
積極的に進めているフェミニンケア関連商品は高い成長を継続できております。

ブラジルにつきましても、為替変動を除けば高い成長を継続できており、黒字を
確保し、増益となりました。
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8ページは、海外売上高比率のグラフです。

海外全体とアジアの構成比です。
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9ページにつきましては、コア営業利益の所在地別の分解図です。
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10ページをご覧ください。事業別セグメント情報です。

パーソナルケアの減収増益については、前期のCOVID-19による特需の影響は

ありましたが、フェミニンケア関連商品とマスクは順調に成長し、業績に貢献しま
した。

一方、C&F関連商品は、特需の反動もあり、ウェットティッシュやお掃除用品など
が2桁の減収となり、ベビーケア関連商品についても特需の反動とインドでの供
給不足などにより減収となった影響でございます。

ペットケアの増収増益につきましては日本が主に増収増益で牽引し、猫関連商
品が好調に推移しております。

一方、北米では、先ほど所在地別で触れましたように、寒波の影響とコンテナ不
足の影響もあり、実質減収減益となっております。
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11ページをご覧ください。

各通過の変動による影響でございます。
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13ページをご覧ください。

2021年12月期通期の業績予想の概要でございます。
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14ページ以降で詳細説明をさせていただきますが、連結業績予想につきまして
は、前回の2月の決算発表で提示したものから変更はございません。

業績予想の達成に向けまして、特に利益面については下期の原材料価格の高
騰分をどうオフセットしていくかが鍵となっております。

その原材料関係について、当初、下期は30～35億円程度ネガティブと想定して

おりましたが、現状はそれよりさらにネガティブな金額になるものと今見込んで
おります。

この利益減少要因をどうオフセットするかということになりますけれども、まずは
第1四半期の進捗の好調さを維持し、為替もフォローなことから上期にできるだ

け貯金ができるように上期にさらに力を入れていくことと、下期は現状の為替で
継続すれば10～20億円程度はフォローになりますし、また、中国や東南アジア、

日本などで新商品、リニューアル商品の投入のタイミングでもありますので、で
きる限り単価に上乗せして積極的な効率的マーケティング投資も含め、当初計
画どおりの売上伸長と利益確保を目指しております。
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15ページ以降については、2月に発表させていただきました中・長期戦略と財務
目標について、再度掲載しております。
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18、19ページ以降につきましては株主還元でございます。

こちらにつきましても、基本的には親会社所有者に帰属する当期利益の50%を

還元することを基本方針としておりまして、継続的な成長を実現するための事業
投資を優先しながら、配当については中長期的な連結業績の成長に基づき、安
定的かつ継続的な増配を実施してまいりたいと思います。

2021年度につきましては、2月のときに発表しておりますとおり、第2四半期末の
中間配当金は2円増配の18円、期末につきましても2増配の18円、年間4円増配
の36円を計画しております。
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20ページにつきましては、自己株式の取得の推移でございます。

今期に関しましては、160億円、400万株を上限に取得の予定でございます。

21ページ、22ページ以降につきましては、「共生社会」の実現に向けた取り組み

、ということで、昨今の会社の状況、新商品の状況を記載しておりますので、併
せてお時間のあるときにご覧いただけたらと思います。

私からの説明は以上です。
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